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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和３年１１月１０日（水）午前１０時００分 ～ 午後２時００分

開 催 場 所 特別会議室

『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨区 分

「令和４年宮城県警察運営指針等（案 」の策定について【審 議 事項 】 １ ）

総務部長から 「令和４年宮城県警察運営指針等（案）について以下のとお、

り策定したので、御審議いただきたい。

● 運営指針～県警察運営の大綱方針

安全安心な地域社会の実現

● サブタイトル

社会の変化に的確に対応しつつ、県民一人一人の期待と信頼に応える警察

活動の推進

● 運営重点～県警察として県民に示す特に取り組むべき重点取組

① サイバー空間の脅威に対する総合対策の推進

② 犯罪の起きにくい環境づくりと少年の健全育成活動の推進

③ 特殊詐欺を始めとした身近な犯罪の抑止と子供、女性、高齢者等の犯罪

被害防止

④ 県民に不安を与える重要凶悪犯罪の徹底検挙

⑤ 暴力団等組織犯罪対策の推進

⑥ 交通死亡事故の抑止と飲酒運転の根絶

⑦ 災害、テロ等緊急事態への的確な対応

⑧ 警察活動を支える組織基盤の充実と強化

● 基本目標～県民に公表する取組目標

○ 刑法犯認知件数の抑止（目標数値を公表）

○ 交通事故死者数の抑止（目標数値を公表）

昨年からの変更点については、運営重点について、オリンピック・パラリン

、「「 」ピック大会終了に伴い 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

等に向けた諸対策の推進」の項目を削除し、現行９項目を８項目に変更した。

、 、 、運営指針について 平成２２年以来同じであるが 県民の切実な願いであり

組織内外で広く定着していることから、これを継続することとした。また、サ

ブタイトルについて、新型コロナウイルスや震災１０年目を迎え新たなサポー

ト体制が必要となるなど、社会の大きな変化に的確に対応し、一人一人に寄り

添い、期待と信頼に応える活動を推進する姿勢を示すものであり、その重要性

は変わらないことから継続することとした。

運営重点について、①については、コロナウイルスの影響の下、デジタル技

術・活用が必要不可欠となり、県内においてサイバー関連相談も増加し、より

身近な問題となっていることから、産学官の連携を強化し、警察の総合力を発

、 。 、揮した対策を強力に推進する必要があるため 昨年同様とした ③については

特殊詐欺の被害件数及び被害額とも前年を上回り、深刻な情勢が続いており、

県民の体感治安の向上を阻害している状況にある。身近な犯罪（特殊詐欺、侵

入盗、乗り物盗等）と人身安全関連事案に対しては 「検挙による抑止」も含、

め、検挙と防犯の両輪で取り組む必要があることから、継続することとした。

⑧について、コロナ等社会の変化による、新しい又は変容する治安課題に的確

・迅速に対応し 「安全安心な地域社会の実現」を図るため 「優れた人材の確、 、

保」等の強化を含め 「警察施設のセキュリティ強化 「装備資機材の充実」、 」、

のほか、警察行政のデジタル化を含めた業務の見直しを行い 「業務の合理化、

・効率化」等の執務環境整備を更に推進し、警察活動を支えるあらゆる取組基

盤の充実と強化に取り組む必要があることから、継続することとした。

なお、基本目標の具体的数値については、本年の取組結果を踏まえ後日設定

する 」旨の説明を行った。。

委 員：運営重点について、番号が振ってあるわけではないが、上から順
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番に優先順位となっているのか。

総務部長：順番で優先順位をつけているわけではなく、それぞれ並列である

が、最も最初に見てもらいたい取組である、サイバー関係の運営重点を前にして

いる。

委 員：運営重点について、コロナ禍が一番大きな社会変化であるので、

運営重点で更に強調したほうがよいのではないか。

総務部長：運営重点は、各部局において大切にしなければならない取組とい

うことで掲げているものであり、運営指針の「社会の変化に的確に対応しつつ」

という中に、それぞれの部局においてコロナ対策についてもしっかり行うという

ことも包含させており、このような形となっている。

以上の審議の結果、了承された。

１１月議会予算外議案の提出について１

総務部長から 「予定価格７千万円以上の財産取得に係る売買契約について、

は、議会に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条

例第１８号）に基づき、仮契約締結後、議会の議決を経て本契約を締結するこ

ととされていることから、該当する「警察無線機（ＩＰＲ形警察移動無線機）

一式」の購入について、一般競争入札を実施した結果、仮契約を締結したこと

、 、 。」から 本契約について １１月議会に予算外議案として提出するものである

旨の報告を行った。

監察の実施状況について（令和３年度第２四半期）【報 告 事項 】 ２

首席監察官から 「今期の警察庁長官及び東北管区警察局長による監察は実、

施されなかった。警察本部長による監察の実施状況として、部門別監察官に

よる業務指導（令和３年５月２４日から８月１１日まで）は、県下各警察署

を対象に実施した。その結果は、総じて良好であったが、一部、受傷事故防

、 。止想定資機材の不携帯等が認められたため 必要な指示を行い改善を図った

随時監察は、７７回７５か所実施した。

令和３年度第３四半期の取組等については、総合監察、随時監察の継続実

施、各種研修会及び学校教養等における非違事案防止教養の実施等に力を入

れていく 」旨の報告を行った。。

令和３年全国地域安全運動の実施結果について３

、「 、生活安全部長から 令和３年１０月１１日から同月２０日までの１０日間

全国一斉に「全国地域安全運動」が実施された。運動重点は、

①子供と女性の犯罪被害防止（全国重点）

②特殊詐欺の被害防止（全国重点）

③万引きの被害防止（県重点）

である。運動期間中の主な取組は、①子供と女性の犯罪被害防止として、大学

生ボランティアと連携した登下校時の児童の見守り活動、②特殊詐欺の被害防

止として、テレビＣＭ放映による注意喚起広報、③万引きの被害防止として、

防犯ボランティア団体と連携した防犯広報資材の作成及び配布等が実施され

た。また、警察本部におけるみやぎ防犯広報大使による広報啓発活動等の取組

も実施された。

犯罪発生状況としては、刑法犯認知の総数や万引きについては減少したが、

特殊詐欺については増加した。引き続き、犯罪被害防止のための諸対策を講じ

ていく 」旨の報告を行った。。

４ 学生ボランティアによる少年非行防止・健全育成活動の推進 状況について

生活安全部長から 「 ポラリス宮城」とは、少年と年齢が近く親近感を抱け、「

る、また、若さと行動力に富む県内の大学生による少年の健全育成のためのボ

、 。 、ランティア団体として 平成１６年に発足したものである 本年１０月末現在

６大学から４８名の大学生が登録している。活動としては、広報用ポスターの
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作成・配布、学習支援活動及びオンライン会議等を実施した。

「アルカス」とは、小学生、中学生及び高校生自らが少年の非行防止及び犯

罪被害防止活動を展開することで健全育成を図るボランティア団体として、平

成１９年から結成を促進したものである。本年１０月末現在、県内１０５の団

体が結成されている。活動としては、学校付近の道路沿いに花を植える環境美

化活動や防犯協会、少年補導員等と協働した非行防止キャンペーンを実施し

た 」旨の報告を行った。。

５ 夕暮れ時の交通事故防止「ラ・ラ・ラ運動」の実施について

、「 、 、 、交通部長から 当該運動は 日没時刻の早まる秋から冬期の期間は 例年

夕暮れ時から夜間にかけて高齢者を始めとする歩行者が関係する重大事故が多

発する傾向にあることから、その抑止のため、ライトの早め点灯や反射材用品

の着用促進などの啓発に取り組むものである。運動期間については、令和３年

１０月から歩行者死者数の多い令和４年２月末まで実施する。

広報重点は、下記の３点である。

○「ライト・オン」～早めのライト点灯～

○「ライト・アップ」～目立つ装備・服装～

○「ライト・ケアフル」～右側注意～

、 、これまでは街頭キャンペーンを中心に実施してきたところであるが 本年は

ホームセンターと連携し、直接コーナーを設置することで反射材用品の普及の

促進、タクシー協会と連携し「早め点灯モデル団体・事業所（仮称 」の委嘱）

など新たな取組を実施する予定である。また、シニアドライバー安全運転講座

の開催や県下一斉の反射材用品普及キャンペーン「一番星作戦」を通じ、高齢

者を中心に、歩行者・自転車利用者を含め、反射材の効果、着用促進に向けた

広報啓発を実施し、交通死亡事故の抑止に努めていく 」旨の報告を行った。。



- -4

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

特例施設占有者の指定について【決 裁 事項 】 １

会計課監査室長から、遺失物法施行令に基づく特例施設占有者の申請につい

て説明がなされ、審議の上、決裁が行われた。

２ 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律に基づ

く遺族給付金の裁定（案）について

犯罪被害者支援室長から、殺人事件に係る犯罪被害者等給付金の支給等によ

る犯罪被害者等の支援に関する法律に基づく遺族給付金の裁定（案）について

説明がなされ、審議の上、決裁が行われた。

３ 監察の実施状況について（令和３年第３四半期）

上席監察官から、令和３年第３四半期における監察の実施状況について、報

告があった。

４ 地域交通安全活動推進委員の辞職承認及び新規委嘱について

交通事故総合分析室長から、仙台中央地区の地域交通安全活動推進委員の辞

職承認及び新規委嘱について説明がなされ、審議の上、決裁が行われた。

５ 審査請求の受理について

総務課企画官から、令和３年１０月２５日受理の個人情報非利用停止決定及

、 、び個人情報非訂正決定処分に対する審査請求について説明がなされ 審議の上

決裁が行われた。

６ 公安委員会苦情の受理について（４件）

公安委員会補佐室長から、警察官の取調べに関する苦情（３件）及び警察署

、 、 。の対応に関する苦情の受理について説明がなされ 審議の上 決裁が行われた

７ 公安委員会苦情の調査結果及び回答案について（２件）

公安委員会補佐室長から、警察署の対応に関する苦情及び交通取締りに関す

る苦情の調査結果及び回答案について説明がなされ、審議の上、決裁が行われ

た。

８ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

交通聴聞官から、運転免許取消処分に係る意見の聴取等の結果、１４件の報

告と説明がなされ、審議の上、量定が行われた。

警察に対する苦情について（令和３年１０月末現在）【報 告 事項 】 １

相談調査官から、警察に対する苦情事案（令和３年１０月中終結報告分）に

ついて、報告があった。

公安条例許可申請について（令和３年１０月分）２

警備課管理官から、令和３年１０月中における、公安条例許可申請状況につ

いて報告があった。

３ 小型無人機等の飛行に関する通報書の受理について（令和３年第３０号から

第３２号）

警備課管理官から、小型無人機等の飛行に関する通報書（令和３年第３０号

から第３２号）の受理について、報告があった。


